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研究成果の概要（和文）： 1890年代から 1950年代の日本において、知識人や芸術家たちを

支えた《語り》を主題とする本研究は、哲学、政治学、経済学、文学、建築、美術工芸、演劇
などの諸局面で、それが、どのような形で生産され、また消費されていったのか、その具体相
を明らかにした。《語り》とは、近代化によって従来の生の地盤を掘り崩された後に生じた空隙
を埋めるべく創出された、共同的な基礎的虚構群を意味する。本研究は、自己産出的な幻想に
よって自己を支える構造を、当該の時代の精神史の内に見出した。 

 

研究成果の概要（英文）：The subject of this research is the《Katari》which underlay the 

intellectuals and artists in Japan from 1890’s to1950’s. We examined how the 《Katari》 

was produced and consumed in the fields such as philosophy, political and economic 

thoughts, literature, architecture, crafts, fine and dramatic arts and so on. The《Katari》
means the common fundamental fictions. They were created in order to fill the vacancy, 

which arose after the modernization had destroyed the traditional livelihood. This research 

revealed the structure of sustaining oneself by self-produced illusion. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、2006年度から 2年に亘るサントリ
ー文化財団による基づく共同研究「1910-30
年代日本における《作ること》の諸相とその
精神史的意味」(研究代表者:伊藤徹)から出
発し、平成 19年度基盤研究(B)「作ることの
視点における 1910-40年代日本近代化過程の
思想史的研究」(19320019)を経た上で、研究

分担者および研究協力者が加えて編成しな
おす形で開始された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本近代の思想史的地盤を探求す
るため、1890-1950 年代の政治学、経済学、
歴史学、建築、美術工芸、文学、演劇、哲学
という諸局面に露出した《語り》という精神
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史的現象を、「日本的なもの」をキーワード
に具体的かつ学際的に調査するとともに、こ
の時代を貫く科学技術化の動向との連関を
解明し、その成果を海外に発信していこうと
する試みである。その場合の《語り》とは、
人間の生の地盤となるものを生み出す力で
あり、根拠づけがたい虚構として具体化され
ているものであるが、本研究は、上記歴史的
時期におけるそうした神話的虚構の生成の
具体相とそのメカニズムを解明し、以てジャ
ンルごとに分断されがちな精神史的現象に
統一像を与えようとして企画された。 
 
３．研究の方法 
⑴京都工芸繊維大学造形工学部門・伊藤研究
室内に運営センターを設置し、情報の集積・
交換、その他事務手続きなどを行なった。 
⑵4 つの研究グループ（①社会についての語
り、②造形物についての語り、③文学の語り、
④語りの哲学的反省）に研究分担者・協力者
を配置して、情報収集と分析を行なった。 
⑶総計 13 回の会合をもち、情報の共有化な
らびに全体での検討を行ない、それを基に論
文、口頭発表、著書などのかたちで公表した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、明治後半から戦後に到る日
本の近代化過程のなかで人々が、自らの生を
支えるべく生み出していった《語り》、すな
わち虚構的な神話が、精神史の諸局面で、ど
のような形で生産され、また消費されていっ
たのか、その具体相を明らかにしたところに
ある。扱われた知識人・芸術家を挙げるなら
ば、以下のとおりである。浅井忠、葦津珍彦、
石川欽一郎、泉鏡花、宇野千代、岡本太郎、
小山内薫、川上音二郎、九鬼周造、今和次郎、
清水幾太郎、下村寅太郎、高村豊周、谷崎潤
一郎、丹下健三、陳澄波、津田左右吉、寺山
修司、富本憲吉、夏目漱石、西田幾多郎、西
谷啓治、野島康三、長谷川如是閑、花田清輝、
樋口一葉、馮小剛、船山信一、丸山真男、三
木清、三宅雪嶺、村岡典嗣、村野藤吾、柳宗
悦、夢野久作、吉原治良、バーナード・リー
チ、和辻哲郎など。 
これらの人々が自ら紡ぎ出し依拠した《語

り》の具体的分析の詳細は、5 にその一部を
挙げた個々の論文、図書、講演などに譲るほ
かないが、概括していえば、そもそも問題に
された《語り》とは、近代化によって従来の
生の地盤が掘り崩されたあとに生じた空隙
を補填すべく生み出されていった虚構であ
る。それらは、多くの場合、しかも戦後に到
ってさえ、「日本的」という言葉と結びつい
て生成したが、いうまでもなくそれらが、「実
体」として支えとなる「日本」を「発見」す
ることなどありえないわけで、自ら紡ぎ出し
た幻影によって自分自身を吊り上げるとで

もいった構造それ自体が、その本体だという
べきであろう。これは、知識人・芸術家のそ
れぞれの活動ジャンルを超え、またそれぞれ
が志向する「日本」イメージの差異にもかか
わらず、一つの共通する自己存在の基本的な
かたちとして、取り出されうるものであって、
そうしたかたちを、近代化の過程のなかでの
アイデンティティー喪失の自覚と結びつけ
るならば、この運命を共に蒙った地域、しか
もいち早く近代化産業化に習熟した日本を
介するという捻じれた仕方で、それに巻き込
まれた近隣東アジアにおける知識人の自己
イメージを測る理念型が得られるであろう。
さらにそれは、この運命の発生源でもある欧
米文化のなかの人間の自己理解の測定にも
寄与すると考えられるのである。 

研究は、こうした《語り》の上で造形され
た自己のかたちの変移を「主体性」の概念の
歴史として探究する新しい企画へと発展し、
平成 24 年度基盤研究(B)「《主体性》概念を
基軸とした日本近代化過程における《自己》
造形に関する学際的研究」(24320023)として
採択されるに到った。新しいこのプロジェク
トは、従来の共同研究グループをベースに、
さらに新しい参加者を加え、より多角的に日
本近代の精神史を探究するはずである。 

最後に掲げておきたいのは、海外研究者と
の交流の基礎を築いたことである。すでに前
基盤研究から準備されてきた交流は、平成 23

年 3月、第 9回研究会合を台湾大学日本語学
系の協力を得て日台の文化研究者による研
究報告の討議として行うというかたちで具
体化された。さらに台湾、連合王国、ドイツ、
スイスなどの主要大学での講演によって、当
研究の海外発信が果たされただけでなく、今
後の交流の展開の可能性が確保されたこと
も成果の一端をなしている。 
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